
 

 

 

 

平成 23 年 3 月 11 日（金）、14 時 46 分頃、三陸沖深さ 24km、規模マグニチュード 9.0 の

日本国内観測史上最大の地震が発生しました。それに伴う津波により、東北地方を中心とした

東日本では多くの尊い命が失われました。現在もなお多くの方々が行方不明となっており、被災地

では懸命な捜索活動が続けられています。また、八戸市においても、最大震度５強を観測し、高さ

６．２ｍの津波の発生により、犠牲者、重傷者、建物の倒壊等、甚大な被害に見舞われました。 

犠牲となられた方々に哀悼の意と鎮魂の祈りを捧げるとともに、御遺族の皆様に心よりお悔やみを

申し上げます。 

未曾有の被害をもたらした東日本大震災から、今年の３月 11 日（木）で 10 年の節目を迎えます。

震災当時、幼かったり、生まれていなかったりする子どもたちが大半であることから、震災の記憶を

風化させることなく、その教訓を次世代の子どもたちに継承してく必要があります。 

これまで、被災地や避難先では、不自由な生活を送りながらも、手を取り合い、幾多の困難を

乗り越えて、復興に向けて着実に歩んできました。また、復興に向けた様々な活動や支援を通して、

人と人との絆や支え合うことの大切さを改めて実感することにより、被災地や避難先では、決して

希望を失うことなく、復興への思いを今日までつないできました。 

八戸市においても、国内外の多くの方々から多岐にわたる支援をいただき、市民が総力をあげて

復興に向けて尽力してきました。そこで、今回は、大久喜漁港にある厳島神社の鳥居が紡いだ奇跡の

物語を裏面で紹介します。 

今般の新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３密を避けた新しい生活様式が求められる中、

人とのつながりの重要性が再認識されています。コロナ禍において、様々な活動が制限されている

状況ではありますが、震災の記憶や教訓を風化

させることがないよう、全国各地で新たなかたちで

震災を伝承する取組が推進されています。 

今後も、あらゆる機会を通じて、今回、紹介する

物語や震災の記憶や教訓を将来に語り継ぐと

ともに、震災 という苦い経験の中で紡がれた

温かな人と人との絆や支え合いの心を忘れること

なく、復興の思いを未来ヘとつないでいきましょう。 
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大久喜地区の厳島神社に返還・再建された 

「太平洋を渡った『奇跡の鳥居』」 



米国オレゴン州の海岸に漂着した笠木 
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再建された『奇跡の鳥居』の「解説板」（大久喜漁港内）に記されている内容です。 

この物語は『はちのへ郷土かるた 

(令和版）』にも取り上げられています 


